
平成27年11月1日現在（対前月比）
■人口　200,784人（+39）　男　100,155人（+2）　女　100,629人（+37）　■世帯　84,342（+95）

「市報くまがや」は、再生紙を使用しています。
「市報くまがや」12月号は、72,500 部作成し、広告料収入を差し引いた印刷・製本にかかる市の負担は、1部当たり 15円です。

人口と世帯

「
市
報
く
ま
が
や
」は
、毎
月
1
日（
原
則
）に
発
行
し
、自
治
会
を
通
し
て
お
届
け
し
ま
す
。ま
た
、市
役
所
・

行
政
セ
ン
タ
ー
・
出
張
所
・
公
民
館
・
駅
連
絡
所
な
ど
で
も
お
配
り
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

も「
市
報
く
ま
が
や
」を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。（U

R
L
) h
ttp
://w

w
w
.city.ku

m
agaya.lg.jp
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映
画
﹁
私
を
ス
キ
ー
に
連
れ

て
っ
て
﹂
が
大
ヒ
ッ
ト
し
た
ス

キ
ー
ブ
ー
ム
全
盛
の
頃
、
友
達

同
士
で
初
め
て
ス
キ
ー
に
行
き

ま
し
た
。
そ
の
と
き
は
ス
キ
ー

で
歩
く
こ
と
す
ら
で
き
な
か
っ

た
。
あ
ま
り
の
悔
し
さ
に
翌
週
、

た
っ
た
一
人
で
同
じ
ス
キ
ー
場

に
練
習
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の

と
き
、
当
時
付
き
合
っ
て
い
た

妻
に
、
お
弁
当
を
作
っ
て
も
ら
っ

た
の
を
憶
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
は
、
地
元
の
ク
ラ
ブ

に
所
属
し
、
指
導
員
の
資
格
を

持
っ
た
先
輩
方
に
教
え
て
も
ら

い
な
が
ら
ス
キ
ー
の
練
習
に
励

み
ま
し
た
。
埼
玉
県
ス
キ
ー
技

術
選
手
権
大
会
に
出
場
す
る
中

で
、
オ
ガ
サ
カ
チ
ー
ム
の
合
宿

に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
決
勝

大
会
に
進
む
常
連
に
な
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
一
度
引
退
し
ま
し

た
が
、
先
輩
か
ら
の
誘
い
で
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
活
動

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ち
ょ

う
ど
そ
の
頃
シ
ニ
ア
の
部
が
開

催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
出
場
し

ま
し
た
。
１
回
目
と
２
回
目
と

も
に
準
優
勝
。
本
当
に
悔
し
か
っ

た
。

　
も
う
一
度
、
体
力
づ
く
り
や

滑
り
込
み
を
し
っ
か
り
取
り
組

ん
で
挑
ん
だ
３
回
目
と
な
る
昨

シ
ー
ズ
ン
は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
か

つ
集
中
し
て
滑
れ
た
の
で
、
優

勝
を
掴
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

技
術
選
は
自
分
と
の
戦
い
。
今

シ
ー
ズ
ン
は
連
覇
を
狙
い
ま
す
。

　
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て

は
、
ス
キ
ー
の
楽
し
さ
を
多
く

の
人
に
広
め
た
い
で
す
。
大
自

然
、
白
銀
の
世
界
と
い
う
普
段

と
は
異
な
る
景
色
の
中
で
、
自

分
の
ス
タ
イ
ル
で
滑
る
楽
し
さ

を
知
っ
て
ほ
し
い
。
他
の
ス
ポ
ー

ツ
で
は
味
わ
え
な
い
醍
醐
味
が

ス
キ
ー
に
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

雪
国
ま
で
行
か
な
い
と
で
き
な

い
と
い
う
の
も
ス
キ
ー
な
ら
で

は
。
ス
キ
ー
教
室
な
ど
は
、
全

日
本
ス
キ
ー
連
盟
の
指
導
者
資

格
を
持
っ
た
コ
ー
チ
か
ら
教
え

て
も
ら
え
る
い
い
機
会
で
す
。

市
民
ス
キ
ー
教
室
で
も
講
師
を

す
る
の
で
多
く
の
人
に
参
加
し

て
も
ら
い
、
家
族
や
友
人
と
共

に
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い

で
す
。
一
緒
に
滑
り
ま
し
ょ
う
。

お
会
い
で
き
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

「スキーの醍醐味を知ってほしい」
スキーインストラクター

悔
し
さ
か
ら
の
始
ま
り

目
指
す
は
連
覇

32

かず   ゆき

ス
キ
ー
を

　
　
楽
し
ん
で
ほ
し
い

中村　一之さん(弥藤吾)

大会で滑走する中村さん

熊谷荒川緑地第9回

熊谷市役所　3048-524-1111
　〒360-8601　宮町2-47-1
妻沼庁舎・妻沼行政センター　3048-588-1321
　〒360-0292　弥藤吾2450

大里庁舎・大里行政センター　30493-39-0311
　〒360-0195　中曽根654-1
江南庁舎・江南行政センター　3048-536-1521
　〒360-0192　江南中央1-1

熊谷市役所

熊谷市ホームページ
検索

ニャオざねが市内の公園を紹介します！

◆公園緑地課（大里庁舎）　30493-39-4806

ジョギングが気持ちいいにゃ

五郎丸ポーズでゴールを決めるにゃ　熊谷荒川緑地は、荒川左岸河川敷を活用し、中心に位置

する荒川大橋から東西に整備された緑地公園です。ソフト

ボール専用グラウンドと軟式野球・ソフトボール兼用のグラ

ウンド、ラグビー場、少年サッカーなどに使われる運動広場、

自由広場、そして憩いの場としての市民いきいき広場などが

あります。各種競技大会や夏のビックイベントの１つ熊谷花

火大会をはじめ様々な催しが行われるほか、近年はウォーキ

ングやジョギングをする人たちの姿が多く見られます。ス

ポーツから文化活動まで年間を通して幅広い世代の方に利用

されています。

所在地：熊谷2553-2 　面積：25.6ha
施設：ソフトボール場9面（うち2面軟式野球兼用）、
　　  運動広場4面、ラグビー場1面、自由広場1面、
　　  市民いきいき広場、トイレ10箇所
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政策提言の取組状況を公表します
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NPO法人 ベアリスランニングクラブの皆さん

撮影者　鈴木由美子さん
※「熊谷市誕生10周年記念事業」の一環で募集した写真
を掲載しています。

立正大学を拠点にしたウォーキングランニングクラ
ブです。・・・
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新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

5
つ
の
政
策
分
野
に
お
け
る
市
長

の
政
策
提
言
に
つ
い
て
、
2
年
目
の

取
組
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
政
策
調
査
課　
3
内
線
３
６
９

　
55
の
政
策
提
言
の
達
成
度
を
次

の
4
段
階
で
評
価
し
ま
し
た
。

順
調
　
　   

★
★
★ 

３
ポ
イ
ン
ト

お
お
む
ね
順
調
　
★
★ 

２
ポ
イ
ン
ト

や
や
遅
れ
て
い
る
　
★ 

１
ポ
イ
ン
ト

遅
れ
て
い
る　

    
− 
０
ポ
イ
ン
ト

　
進

捗

率

は
、
評

価

の

合

計

1
1
9
ポ
イ
ン
ト
を
満
点
の

1
6
5
ポ
イ
ン
ト
で
割
っ
た
値
で

あ
り
、
72
％
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
結
果
を
踏
ま
え
、
自
己
評
価
を

68
点
と
し
ま
し
た
。

　
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

2
0
1
9
の
招
致
活
動
が
結
実

し
、
全
国
12
会
場
の
一
つ
と
し
て
、

熊
谷
ラ
グ
ビ
ー
場
で
の
大
会
開
催

が
決
定
し
ま
し
た
。
ラ
グ
ビ
ー
場

は
、
大
会
時
に
は
観
客
席
を
３
万

人
規
模
と
す
る
改
修
計
画
に
よ

り
、
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
の
施
設
に

　
学
力
日
本
一
を
目
指
す
た
め
の

新
た
な
取
組
み
と
し
て
、
教
員
Ｏ

Ｂ
や
大
学
生
等
を
指
導
者
と
し
て

参
加
を
希
望
す
る
全
て
の
生
徒
に

対
し
て
、
き
め
細
か
な
学
習
支
援

を
行
う﹁
学
習
支
援
充
実
く
ま
な
び

ス
ク
ー
ル
事
業
﹂を
市
内
全
中
学
校

で
実
施
し
、
学
力
の
底
上
げ
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
家
族
の
中
で
、
三
世
代

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目

指
し
、
親
世
帯
と
子
世
帯
が
、
市

　
こ
れ
ま
で
公
民
館
な
ど
の
市
有

施
設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
き
ま

し
た
が
、
休
日
・
夜
間
の
救
命
率

の
向
上
を
図
る
た
め
、
市
内
の
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
62
店
舗
に

新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
健
全
な
歯
・
口
腔
機
能

を
生
涯
に
わ
た
り
維
持
で
き
る
よ

う
、
ラ
グ
ビ
ー
や
女
子
ラ
ク
ロ
ス

な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
歯
や

口
腔
内
の
外
傷
を
予
防
す
る
マ
ウ

ス
ガ
ー
ド
の
作
製
に
要
す
る
費
用

の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
自
治
会
が
管
理
す
る
防
犯
灯
の

灯
具
の
交
換
な
ど
を
す
る
場
合

に
、
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い

ま
す
。
省
電
力
で
耐
久
性
に
優
れ

た
L
E
D
化
を
進
め
る
こ
と
で
、

自
治
会
の
維
持
管
理
経
費
の
軽
減

を
図
る
と
と
も
に
、
犯
罪
の
起
こ

　
住
民
異
動
に
伴
う
複
数
の
手
続

き
の
一
部
を
一
括
し
て
受
け
付
け

政
策
提
言
の
取
組
状
況
を
公
表
し
ま
す

〜
進
捗
率
72
％
、
自
己
評
価
は
68
点
〜

創
る

育
て
る

1

2

守
る

備
え
る

3

4

進
め
る

5

概
要

1 政　策　提　言 達成度

★★★
★★★
★★★

★

★★

★

★★★

★★

★
★
★
★★

★★
★★
★★
★★

2 政　策　提　言 達成度
学力向上対策を推進し、学力日本一を目指します。
こども医療費無料化の対象を高等学校卒業までに拡大するとと
もに、受益と負担の公平を図ります。
学校給食について、全校自校式を計画的に進めます。
小中学校の屋内運動場を順次改築します。
小中学校の特別教室にエアコンを整備します。
幼保連携認定こども園の設置を促進します。
保育料の減免制度を拡大します。
保育所待機児童「ゼロ」を継続します。
地域子育て支援拠点の機能を強化します。
児童クラブを整備し、その充実を図ります。
不妊治療費の助成を継続します。
三世代同居のための新築・増改築を支援します。

★★

★★
★
★★★
★★★
★★
★★★
★★
★★
★★
★★★
★★★

5 政　策　提　言
シティセールスを進め、様々な熊谷の魅力をアピールします。
将来を見据えて、公共施設のアセットマネジメントを進めます。
住民票等のコンビニ交付を実施します。
ワンストップサービス窓口を開設します。
「はじめの一歩」助成金や「熊谷の力」協働事業提案制度を継続
し、市民活動を支援します。
職員の定員適正化を推進し、人件費を削減します。
引き続き市債残高を削減し、健全財政を維持します。

達成度
★
★★
★★
★★
★★

★★
★★★

3 政　策　提　言 達成度
様々な熱中症対策を実施し、暑さ対策日本一を目指します。
第2次救急病院の運営を支援します。
AEDをコンビニに設置します。
DVの相談支援センターを設置します。
スポーツにおけるマウスガード着用を支援します。
市民の「心」の健康づくりを推進します。
次世代自動車のための急速充電設備を公共施設に設置するとと
もに、一般家庭や事業者の充電設備の設置費用を助成します。
低公害軽自動車の軽自動車税に対して助成します。
3R（リデュース、リユース、リサイクル）運動を推進し、ごみの減量
化を図ります。
家庭用太陽光発電設備の設置費用の助成を充実します。
合併処理浄化槽の維持管理への助成を継続します。

★★★
★★
★★★
★★★
★★★
★★
★★

★★★
★

★★★
★★★

4 政　策　提　言 達成度
全ての小学校の通学路の交通安全対策を推進します。
生活道路および排水路の整備と安全対策を推進します。
防犯灯のLED化を促進します。
防災行政無線をデジタル化し、安心安全に関わる大切な情報の
伝達の強化を図ります。
防災士資格の取得費用を助成し防災リーダーを育成するととも
に、自主防災組織の結成と活動を支援します。
災害弱者の支援体制の構築に取組みます。
地域防災に大きな役割を担う消防団の機能を充実します。
災害時の中心的役割を果たす市役所本庁舎の耐震化を実施し
ます。
耐震性防火水槽を設置し、防災対策を強化します。

★★
★★
★★
★★

★★
★★
★★
★★

★★

政策提言の達成度（進捗率）

ラグビーワールドカップ2019の試合会場を熊谷ラグビー場に招
致します。
全国規模のスポーツ大会を誘致し、その運営を支援します。
人口増のため、新たに市内に居住する若い世代の住宅新築や購
入を税制面から支援します。
北部地域振興交流拠点施設（仮称）の整備を進め、中心市街地の
にぎわいをつくります。
秩父鉄道熊谷駅と持田駅との間に新駅を開設し、新たな都市拠
点を整備します。
籠原駅前北口広場を始発駅にふさわしい籠原地区の玄関口とし
て整備します。
新たな立地場所を創出し、さらに企業誘致を進めるとともに、市内
企業の事業拡大を支援します。
うちわ祭を始め各種伝統行事や国宝「妻沼聖天山歓喜院聖天堂」に
代表される文化財などの地域資源を生かし、観光客を誘致します。
地産地消推進のための農産物直売所設置への支援や本市に移
転する県立農業大学校との連携により、農業経営を応援します。
トップセールスにより熊谷産農産物の販売促進を図ります。
池上地区と上之東部地区のほ場整備事業を推進します。
良好な農業基盤や豊かな農村環境をつくる地域ぐるみの活動を
支援します。
幹線第3号線および第2北大通線を開通させるとともに、主要幹
線道路の整備を推進します。
上石第一地区の国道17号を拡幅し、整備を推進します。
北大通線の自転車道等の整備を推進します。
スポーツ・文化村「くまぴあ」の本格稼働のため、2期および3期工
事を進めます。

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　
企
業
誘
致
と
市
内
企
業
の
育
成

や
雇
用
機
会
の
拡
大
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
﹁
熊
谷
市
企
業
の

立
地
拡
大
の
支
援
に
関
す
る
条

例
﹂
に
基
づ
き
、
新
た
に
10
社
︵
1

年
目
と
合
わ
せ
て
23
社
︶
を
指
定

事
業
者
と
し
て
指
定
し
ま
し
た
。

　
幹
線
第
３
号
線
﹁
さ
く
ら
運
動

公
園
通
り
﹂
が
９
月
に
開
通
し
、

中
心
市
街
地
と
籠
原
地
区
と
の
交

通
ア
ク
セ
ス
が
向
上
す
る
と
と
も

に
、
国
道
17
号
の
渋
滞
緩
和
が
図

ら
れ
ま
し
た
。

順調30.9%
（17施策）

やや遅れている
14.5%（8施策）

おおむね順調
54.5%（30施策）

り
に
く
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
発
生
時
に
迅
速
な

避
難
支
援
を
行
え
る
よ
う
、
災
害

時
に
自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が
困

難
な
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
を

﹁
避
難
行
動
要
支
援
者
﹂
と
し
て
登

録
し
、
避
難
場
所
や
避
難
支
援
を

し
て
く
れ
る
方
等
を
記
載
し
た
個

別
計
画
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
窓
口

の
開
設
に
向
け
て
、
窓
口
改
善
検

討
委
員
会
を
開
催
し
、
レ
イ
ア
ウ

ト
や
取
扱
事
務
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
事
務
事
業
の
見
直
し
や

事
業
の
委
託
化
等
に
よ
り
、
職
員

の
定
員
適
正
化
を
進
め
る
と
と
も

に
、
地
方
債
の
借
入
を
抑
制
し
、

平
成
26
年
度
末
の
市
債
残
高
を
25

年
度
末
と
比
べ
て
約
20
億
円
削
減

し
ま
し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
行

財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

内
で
同
居
ま
た
は
近
居
し
、
住
宅

を
新
築
・
購
入
や
増
改
築
し
た
場

合
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。

ラグビーワールドカップ2015パブリックビューイング

幹線第3号線 開通式幹線第3号線 開通式

AED自主防災訓練 AED自主防災訓練

55
施策

くまなびスクール くまぴあ
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たけ　 か

文化功労者の表彰
　熊谷市教育委員会表彰規程に基づき、熊谷市文化功労者の表彰式が大里生涯学習センター「あ
すねっと」で行われました。文化功労者は、岡田辰男氏、森田美江氏、吉田嘉高氏です。
　また、教育関係職員25人も表彰されました。  　　　　　　　　　　◆社会教育課　3内線394

岡田　辰男氏
（87歳）箕輪

森田　美江氏
（75歳）善ヶ島

吉田　嘉高氏
（77歳）箱田

おか　  だ　　　　 たつ　  お

ウ ォ ー ム ビ ス

もり　 た　　　　  よし　  え よし　  だ　　　　 よし　たか

　氏は、平成７年に公民館を活
動拠点として、同志と共に大里
歴史研究会を設立し、郷土史を
中心とした研究を深め、その成
果を会報や公民館主催の展示
会等に発表するとともに、常に
会の推進力となり、現在は会長
として活躍しています。
　平成15年には、旧大里町の後
援を得て根岸友山・武香顕彰会
を関係者と共に設立し、日頃の
歴史学習の成果を生かして、平
成18年には郷土の偉人の伝記
である「根岸友山・武香の軌跡」
を共同執筆し、出版しました。
　また、平成19年から、熊谷市
教育委員会発行の「文芸熊谷」
の編集委員として、平成20年か
らは、熊谷市伝統芸能今昔物語
の開催実行委員として尽力す
るとともに、平成24年には、く
まがや古文書学習・研究会会長
に就任し、精力的に取り組んで
います。
　さらに、大里文化団体連絡会
代表として、大局的見地から一
貫して合併に協力し、新熊谷市
文化連合の設立に貢献しまし
た。
　このように、郷土史の研究に
情熱を注ぎ、その成果を生かし
て、地域における伝統文化の保
存継承や文化財の保護に大き
く貢献した功績は誠に顕著で
あります。

　氏は、昭和35年から平成25年
まで、50有余年の長きにわたり
一貫して学校教育に携わり、教
職にある間は、主に旧妻沼町の
教育力向上に取り組みました。
　特に秦小学校校長として、
「たくましい心豊かな秦っ子」
の育成に努め、ボランティアバ
ンクの創設等、地域の教育力を
生かした学校経営を行うとと
もに、太田小学校校長として
は、地域に根ざした学校づくり
を更に積極的に進め、子ども
110番の家の創設、1日学校開
放、祖父母参観、地域の自然や
施設を生かした体験活動等を
実践し、地域と一体となった教
育活動を推進しました。
　また、平成11年には、埼玉県
公立小中学校女性校長会会長
として、県内の教育の活性化に
も貢献しています。
　さらに、平成13年からは、旧
妻沼町教育委員として、また平
成15年には、教育長に就任し、
町の教育行政を担うとともに、
平成17年の1市2町の合併に力
を尽くしました。合併後は、豊
富な経験を生かし、平成19年か
ら平成25年まで、熊谷市教育委
員として活躍し、この間、委員
長職務代理者、委員長を歴任し
ています。
　このように、旧妻沼町、合併
後の熊谷市の教育の発展及び
充実に大きく貢献した功績は
誠に顕著であります。

　氏は、昭和40年に熊谷市ラグ
ビーフットボール協会理事、昭
和50年には同協会の理事長に就
任し、熊谷市総合体育大会や熊
谷ラグビー祭り等、老若男女が
親しめる各種大会や講習会を開
催するなど、ラグビーフット
ボールの普及を通して、健康で
明るい市民生活の向上に寄与し
ています。
　熊谷市が開催地となった昭和
42年の埼玉国体のラグビーフッ
トボール競技では、その運営に
尽力するとともに、ラグビー
フットボールを通じて、市民の
スポーツへの関心を大いに高め
ました。
　また、熊谷ラグビースクールの
第2代校長として、子供たちの体
力向上と健全育成に努め、現在
は、幼児から児童生徒、保護者ま
で巻き込んでの活動を展開し、県
内最大級の教室にまで成長させ
るなど、ラグビータウン熊谷の一
体感を醸成するに至っています。
　さらに、昭和61年には、埼玉県
ラグビーフットボール協会理事
長に就任し、競技力の向上や底辺
の拡大とともに、現在の県営ス
ポーツ文化公園ラグビー場の誘
致に先頭に立って尽力しました。
　このように、ラグビーフット
ボールを中心としたスポーツ全
般の発展、スポーツを通しての活
力ある街づくりに大きく貢献し
た功績は誠に顕著であります。

　地球温暖化の原因とされる温室効果ガスの排出量は年々増加してい
ます。このままでは人類の生存基盤を脅かしかねません。
　日常生活を見直して、地球にやさしいライフスタイルを実践しましょう。

　
簡
単
な
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
利

用
し
て
、
エ
コ
ラ
イ
フ
を
経
験
し

て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。 

チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
を
見
な
が
ら
、
省
エ
ネ
・

省
資
源
な
ど
環
境
に
配
慮
し
た
生

活
を
行
え
ば
、
削
減
で
き
た
二
酸

化
炭
素
の
量
が
計
算
で
き
ま
す
。

　
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
エ

コ
ラ
イ
フ
D
A
Y
に
参
加
し
て
、

参
加
し
よ
う
！ 

冬
の
エ
コ
ラ
イ
フ
D
A
Y

対象　15歳（中学生不可）以上で最終打合せ会に出席できる方
とき　平成28年3月20日（日）　7:30～13:00
※係によって時間は前後しますのでご了承ください
最終打合せ会　平成28年3月10日（木）18:30　妻沼中央公民館
内容　交通整理、受付、接待等
募集人員　60人（先着順）
募集期間　12月1日（火）～24日（木）
申込み　スポーツ振興課（市役所6階）へ。
　　　　　　　　　　　◆スポーツ振興課　3内線391

とき　平成28年3月20日（日）
ところ　熊谷さくら運動公園陸上競技場

申込み　12月1日（火）開始
①平成28年1月8日（金）までRUNNET（http://runnet.jp/）
②12月21日（月）まで専用の振替用紙でゆうちょ銀行振込（郵便振替）
③12月21日（月）までに費用を添えてスポーツ振興課へ
※定員になり次第締切ります。
◆パンフレット発送センター　3０３‐３７１４‐７９２４
◆スポーツ振興課　3内線３９１

参加費

種目（定員）

とき　平成28年3月20日（日）
ところ　熊谷さくら運動公園陸上競技場

申込み　12月1日（火）開始
①平成28年1月8日（金）までRUNNET（http://runnet.jp/）
②12月21日（月）まで専用の振替用紙でゆうちょ銀行振込（郵便振替）
③12月21日（月）までに費用を添えてスポーツ振興課へ
※定員になり次第締切ります。
◆パンフレット発送センター　3０３‐３７１４‐７９２４
◆スポーツ振興課　3内線３９１

参加費

種目（定員）

※パンフレットの請求などはパンフレット発送センターへ。

一般

３,０００人 男子 一般　女子 一般ハーフ
2,500人 男子 一般　女子 一般10㎞

1,6００人 男子 一般、中学生
女子 一般、中学生５㎞

1,000人 小学５、６年生男女2.5㎞
小学４年生男女1.5㎞

７５０組 小学１～３年生男女親子1.5㎞
ファンラン

３，5００円 1，5００円 5００円 2,5００円
高校生 小・中学生 親子マラソン 大会ボランティア募集

元三井住友海上火災陸上競技部
世界ハーフマラソン

(ブラジル・リオデジャネイロ)日本代表
マラソン自己ベスト：2時間26分09秒

ゲストランナー　大平美樹さん

第26回熊谷さくらマラソン大会参加者募集中

平成27年（2015）12月平成27年（2015）12月

12月は地球温暖化防止月間です12月は地球温暖化防止月間です
◆熊谷市地球温暖化防止活動推進センター
3０４８-５３６-０５５７
◆環境政策課(江南庁舎)
3０４８-５３６-１５４７

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
す
き
っ

か
け
を
作
り
ま
せ
ん
か
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い
ま
す
。
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︵
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︶
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身近なところから出来る、地球に優しいライフスタイル

暖房に頼りすぎず、衣類の調節などでエネルギー
使用量を削減し、温暖化を防止する取組み

暖房は20℃程度

寒い時は重ね着で

　　　　WARMBIZ

公共交通機関を使おう！

マイカー運転は

　  エコドライブで！

 エコドライブは
　・ふんわりアクセル
　・アイドリングストップ
　・エアコンの適切な使用
　　　　　　などだよ！

重ね着すれば
20℃でも

あったかいんだから～

20℃

くまがや～新たなるステージへ～
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人
権
標
語

人
権
ポ
ス
タ
ー

志賀友里乃さん
（別府小学校 ６年）

と　き　12月7日（月）13:00～ 11日（金）12:00
ところ　市役所１階ロビー南
内　容　小学生の人権ポスター・標語の入賞作品の展示

ところ　江南総合文化会館ピピア 　申込み　人権政策課 3内線356 ・ 社会教育課 3内線388 
※定員になり次第締切ります。　※１回だけの申込みもお受けします。  

ハートフルセミナー（人権問題研修会・指導者養成講座）

と　き 平成28年1月26日（火）
13:30～15:30
350人

【子どもの人権】
被虐待者手記の朗読
「静かな慟哭」
講演「虐待について」
表現倶楽部
「言の葉」

定　員

内　容

講　師
団　体
オープニング
アトラクション

そ
れ
ぞ
れ
の 

個
性
が
う
み
だ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
る
い
未
来

成
田
小
学
校  

５
年 

横
川
大
翔
さ
ん

知
ら
ん
顔 

後
か
い
す
る
よ
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少
し
の
勇
気

大
麻
生
小
学
校  

５
年 

𠮷
澤
楽
人
さ
ん

笑
顔
は
ね
　
絆
を
深
め
る
　
第一歩

熊
谷
南
小
学
校  

５
年 

早
川
詠
さ
ん

ひ
と
こ
と
の 

や
さ
し
い
こ
と
ば
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大
き
な
輪

吉
見
小
学
校  

５
年 

西
山
颯
さ
ん

ぬ
け
だ
そ
う 

み
て
み
ぬ
ふ
り
の 

自
分
か
ら

長
井
小
学
校  

５
年
生
の
作
品

そ
の
勇
気 

今
度
は
ぼ
く
が 

伝
え
る
番

男
沼
小
学
校  

５
年 

赤
石
啓
太
さ
ん

つ
く
ろ
う
よ 

笑
顔
で
い
ら
れ
る 

明
る
い
世
界

妻
沼
南
小
学
校  

５
年 

清
水
咲
帆
さ
ん

「
ま
ち
を
愛
し
、地
域
を
愛
し
、人
を
愛
す
る
心
を
め
ざ
し
て
」

　
12
月
4
日
〜
10
日
は「
人
権
週
間
」、「
人
権
尊
重
社
会
を
め
ざ

す
県
民
運
動
強
調
週
間
」で
す
。

　
12
月
10
日
〜
16
日
は「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」で

す
。こ
の
週
間
を
機
に
拉
致
問
題
へ
の
認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

一箏会
（箏の演奏）

2月2日（火）
13:30～15:30
350人

【同和問題】
「部落史に学ぶ人権問題
～差別やいじめと
向かい合うには～」
東日本部落解放研究所
事務局長　吉田　勉 氏

熊谷市消防音楽隊

2月13日（土）
13:30～15:50
700人

【外国人の人権】
「21世紀は人権の世紀
になるか～人種と宗教
の壁を越えるために～」
数学者・大道芸人

ピーター・フランクル 氏

ハートフルミュージック
（ヴィオリラの演奏）

伊藤みづ希さん
（玉井小学校 ６年）

増田百香さん
（熊谷東小学校 ６年）

松本あずささん
（妻沼小学校 ６年）

山科拓久さん
（市田小学校 ６年）

長島美咲さん
（新堀小学校 ６年）

鈴木遥成さん
（籠原小学校 ６年）

人権週間
作品展

講師：ピーター・フランクル氏

市では、障害の有無にかかわらず、誰もが相互に人格と個性を尊重し、支えあい、地域で安心して暮らすことができる共生社会
を目指し、「ともに生き、ともに暮らせるまちづくり」を基本理念として障害福祉施策を推進しています。 

◆障害福祉課　3内線291

障害者週間とは…国民の間に広く障害者の福祉についての関心と理解を深めるとともに、障害者が社会、経済、文化そ
の他あらゆる分野の活動に積極的に参加する意欲を高めることを目的とした週間です。この期間を中心として、様々な意
識啓発に係る取組みが行われています。

第17回アミカルコンサート（大里地区障害者音楽交流ふれあい事業）
　障害のある方もない方も、お互いに理解し合える社
会を築いていくため、歌やダンスの発表など、音楽活
動を通して交流を深めます。
とき　12月12日（土）13:00～（開場12:30）
ところ　江南総合文化会館ピピア
◆埼玉県社会福祉事業団　3048-584-2506
第11回障害者作品展
　「障害者週間」の記念イベント
として、平成28年1月26日（火）、
28日（木）、29日（金）緑化セン
ター１階センターホールにて開催
します。心を込めて創作した絵
画、書道、工作等を展示します。
障がい者無料法律相談110番
　埼玉弁護士会では、障害者の法律相談に、電話とFAX
でお答えします。障害者本人に限らず、ご家族、関係者
からの相談も受け付けます。
とき　12月9日（水）10:00～15:00
相談料　無料（事前申込不要）
◆埼玉弁護士会法律相談センター
3048-864-8702　6048-864-8715

熊谷市誕生１０周年記念事業「心のバリアフリーシンポジウム」
　本市出身のシンガーソングライター 森 圭一郎氏のトークライ
ブ、株式会社ミライロ代表取締役社長 垣内 俊哉氏の講演、パ
ネル展示、スポーツ車イスの乗車体験等を行います。
テーマ「心つながる人にやさしいまちへ　～ユニバーサルデザインの視点から～」
とき　平成２８年１月３０日（土）
開場：１３:00　開演：１３:３０
ところ　文化センター文化会館
参加費　無料
申込み　１２月１日（火）より、電
話、FAX、メールいずれかの方
法で、参加希望者全員（介助者
を含む）のお名前と代表者の住所・連絡先（電話またはFAX）を
下記までお知らせください。
　車いすのまま観覧（ホール最前列）、手話通訳利用席をご希望
の方は、必要席数もあわせてお知らせください（数に限りがござ
います）。
※車いす観覧席の後ろには介助者席を１名分設けています。
※介助の必要な方は、介助者の同伴をお願いします。
※先着順で定員になり次第、締切ります。
◆都市計画課　30493-39-4814　60493-39-5603
Eメール　toshikeikaku@city.kumagaya.lg.jp

１２月３日～９日は「障害者週間」です～ともに生き、ともに暮らせるまちづくり～

　全５提案の応募があり、書類選考と公開プレゼンテーションによる選考の結果、下記の提案が候補事業とし
て採択されました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◆市民活動推進課　3内線３３０

種別 提案団体

NPO法人
エコネットくまがや

観音山保存会

ＮＰＯ法人ＡＲＵＫＡＳ
ＫＵＭＡＧＡＹＡ

特定非営利活動法人
ＮＰＯくまがや

事業名 所管課
〈市のパートナー〉 提案概要

市
提
案

市
民
提
案

市民協働による環境共生都
市熊谷推進のための環境創
造アイデアコンテスト事業

名勝『三尻観音山』
保全活動

タグラグビー普及
啓発事業

熊谷共助ニュース事業

環境政策課

学校教育課

江南文化財
センター

市民活動推進課

　市内久下地区にある埼玉県有地（エコオアシス）を有効
活用するために市民等からアイデアを募集し、優秀な作品
を表彰し、その後実現化を図る。
　観音山は絶滅危惧種の植物が５種類も自生する。しかし
管理が行き届かず文化財名勝としての自然環境が危機に
瀕している。動植物の保全を図り市民の憩いの場とする。

　子どもたちの「生きる力」を育むため、市内全小学校で
「タグラグビーで学ぶチームワーク授業」を実施する。

　市の市民活動・共助の情報を、ミニＦＭラジオ、印刷物、ＳＮＳ、イ
ンターネットなどメディアミックスで発信する。市民に参加を呼び
かけながら議論を深め、「熊谷共助スタイル」を創造する。

平成２８年度実施 市民協働「熊谷の力」候補事業が決まりました

　市民協働「熊谷の力」事業を活用し、立正大学ボランティア活動推進センターと中心市
街地のバリアフリーマップを作成しています。
　学生が主体となりアンケートや現地調査を実施し、地域に密着したマップを作成すること
で、すべての人が快適で楽しく回遊できるまちの情報の集約・発信を図ります。

平成27年（2015）12月平成27年（2015）12月
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第
13
回
大
里
郡
市
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、江
南
総
合
文
化
会

館「
ピ
ピ
ア
」で
開
催
さ
れ
、小
学
生
に
よ
る
人
権
に
関
す
る
ポ
ス

タ
ー・標
語
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　  

◆
人
権
政
策
課　
3
内
線
3
5
6
　
◆
社
会
教
育
課　
3
内
線
3
8
8

森 圭一郎氏 垣内 俊哉氏

バリアフリーマップが心のバリアフリーシンポジウムで配布されます。

市政ワイド 市政ワイド●熊谷市役所 　　　　　　　　 3048-524-1111
●大里庁舎・大里行政センター　30493-39-0311

●妻沼庁舎・妻沼行政センター　3048-588-1321
●江南庁舎・江南行政センター　3048-536-1521
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年末年始はみんなで交通事故・犯罪被害に注意しましょう！

対
象
　
10
人
槽
以
下
の
家
庭
用
合

併
処
理
浄
化
槽
を
適
正
に
維
持
管

理
し
、
直
近
の
清
掃
か
ら
過
去
1

年
以
内
に
保
守
点
検
3
回
以
上
、

法
定
検
査
1
回
を
実
施
し
て
い
る
方

申
請
で
き
る
区
域

　
下
水
道
供
用
開
始
区
域
お
よ
び

農
業
集
落
排
水
処
理
開
始
区
域
を

除
い
た
市
内
全
域

申
請
期
限
　
清
掃
日
以
降
１
年
以
内

補
助
対
象
期
間
・
補
助
回
数

10
年
間
最
大
10
回

申
請
に
必
要
な
も
の
　
①
申
請
書

兼
請
求
書︵
ま
た
は
、申
請
書
、請
求

書
︶②
納
税
証
明
書
③
清
掃
記
録
の

写
し
④
保
守
点
検
記
録︵
年
３
回
以

上
︶の
写
し
⑤
法
定
検
査
結
果
書
の

写
し︵
不
適
正
の
場
合
、改
善
状
況
が

確
認
で
き
る
書
類
︶⑥
印
鑑︵
認
印
︶

※

ス
タ
ン
プ
印
不
可
⑦
申
請
者
名
義

の
通
帳
等︵
振
込
先
が
分
か
る
も
の
︶

⑧
併
用
住
宅
の
場
合
は
、住
宅
部
分

の
床
面
積
が
１
／
２
以
上
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
書
類
⑨
放
流
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が

地
下
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透
の
場
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は
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あ
る

こ
と
が
確
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で
き
る
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⑨
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す
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額

５
人
槽

：

1
万
5
0
0
0
円
　

６
人
槽

：

1
万
6
0
0
0
円
　

７
人
槽

：

1
万
7
0
0
0
円
　

８
人
槽

：

1
万
8
0
0
0
円
　

９
人
槽

：

1
万
9
0
0
0
円
　

10
人
槽

：

2
万
円

浄
化
槽
の
維
持
管
理
は
使
用
さ
れ
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い
る
方
の
義
務
で
す

【
保
守
点
検
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機
器
の
点
検
・
調

整
、
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虫
の
駆
除
や
消
毒
薬
の
補

充
な
ど
︵
浄
化
槽
の
種
類
、
大
き

さ
等
で
点
検
回
数
が
法
令
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。︶

【
清
掃
】　
浄
化
槽
内
に
生
じ
た
汚

泥
な
ど
の
引
き
抜
き
、
機
器
類
を

洗
浄
す
る
作
業︵
年
１
回
以
上
︶

【
法
定
検
査
】　
処
理
水
の
水
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基
準
内
で
あ
る
か
、
ま
た
保
守
点
検

お
よ
び
清
掃
が
適
正
に
行
わ
れ
、
浄

化
槽
が
正
常
に
機
能
し
て
い
る
か
確

認
す
る
検
査︵
年
に
１
回
︶

◆
環
境
推
進
課︵
江
南
庁
舎
︶

3
0
4
8-

5
3
6-

1
5
7
0

◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
地
域
振
興
係

冬の交通事故防止運動が実施されます
１２月１日（火）～１２月１４日（月）

年末年始「犯罪被害」にあわないために

「やめよう！ながらスマホ　守ろう！交通ルール
　　　　　　　　　　　　　 なくそう交通事故」　

　交通事故死者数のうち高齢者の占める割合が増えてい
ます。特に歩行中の事故と自転車乗車中の事故が多く発
生しています。道路は信号機や横断歩道があるところで渡
り、油断せずに左右の安全をよく確かめましょう。自宅近
くほど、注意が必要です。

　自転車は車やバイクと同じ「車両」の仲間です。交通ルー
ルを守り、マナーある安全走行を心がけましょう。傘差し、
携帯電話やヘッドホン使用等の危険な「ながら運転」は絶
対にやめましょう。
　保護者の皆さんは、自転車に乗車するお子さんにヘル
メットを着用させましょう。

　飲酒運転は犯罪です。年末は飲酒の機会が増えますが、
「しない、させない、許さない」を合い言葉に、飲酒運転
の根絶に取り組みましょう。また、自転車も車両ですから、
飲酒運転は厳禁です。路上で寝込んでいる人等を発見し
たら、速やかに１１０番通報をし、警察官が到着するまでそ
の場で待機しましょう。

・在宅時、不在時を問わず、ドア
や窓の鍵をきちんとかける。
・ゴミ出しなどのわずかな時間
でも鍵をかける。
・１つのドアや窓に、２つ以上の
鍵をつける。
・窓は、防犯フィルムを張ったり、防犯ガラスにする。

・自転車の場合は、前カゴに防犯カバーなどを正しく付ける。
・人通りの多い明るい道を歩き、人通りの少ない道や深夜な
ど、人目がなくなる場所や時間帯は、後方から近づく人、バ
イク、自転車などに警戒心を持ち、特に注意する。

・自宅にいる時でも留守番電話に設定する。
・下記の４カ条を守りましょう。
＜被害にあわないための４カ条＞
①電話を受けてもあわてない。
②お金はすぐに振り込まない、渡さない。
③本人に直接会って、または、家族が普段使っている電話に
　かけて事実を確認する。
④家族や熊谷警察署（3048-526-0110）に相談する。

　年末年始は、買い物や初詣、帰省や旅行によって家を留
守にする機会が多くなります。とくに「侵入盗」「ひったくりや
路上強盗」「振り込め詐欺・手渡し詐欺」に気をつけましょう。

重点目標　高齢者の交通事故防止

重点目標　自転車の安全利用の推進

重点目標
路上寝込み等による交通事故防止

◆安心安全課　3内線285、339

「侵入盗」対策

「ひったくりや路上強盗」対策

「振り込め詐欺・手渡し詐欺」対策

応援します　あなたの子育て
本市では、さまざまな子育てを支援する事業を実施していますので、その一部を紹介します。

　保護者の仕事の都合や病気あるいはリフレッシュを図るため等で、一時的に児童の保育が必要になった
ときに、下記の各施設において児童をお預かりします。詳しくは、各施設に直接お問合せください。一時保育

　日曜日等の休日に保護者の就労等により、保育が必要となる場合に利用することができます。詳し
くは、下記にお問合せください。休日保育 

　病気の回復期ではあるが保護者が就労などにより集団保育が困難な生後6か月から10歳未満の児
童を、家庭で保育できない場合に利用することができます。
※利用に際しては事前の登録が必要です。詳細は直接保育園へお問合せください。

病後児保育

新里保育園
ことぶき乳児保育園
ことぶき乳児保育園分園
ことぶき花ノ木保育園
ほしのみや保育園
しらこばと保育園
第三なでしこ保育園
奈良保育園
第二くるみ保育園

ことぶきイーサイト保育園

新里第二保育園

篭原のこキッズ保育園

三尻保育園

キッズキューブ

月～金
8:00～16:00

月～金8:30～16:30
土8:30～12:30
月～金8:00～16:00
土8:00～12:00
月～土
8:30～16:30
月～土
8:00～16:00

月～土
8:30～16:30

月～土
9:00～17:00

肥塚808-3 048-524-1178
三ヶ尻6338-2 048-532-2916
籠原南1-91 048-533-0776
三ヶ尻1817 048-531-0344
池上576-1 048-524-9876
玉井1154-3 048-530-3618
円光2-10-10 048-520-6112
中奈良1396-1 048-524-9849
今井1136 048-524-8181

新堀713
イーサイト籠原3F 048-598-7351

筑波3-202
ティアラ21 4F 048-599-0022

籠原南1-133 048-531-3901

三ヶ尻2744-2 048-580-5533

肥塚4-1
平田クリニックファミリー
キューブ内 

048-520-2880

年齢に関係なく1時間700円
または
3歳未満児　1日3,000円
3歳以上児　1日2,500円

年齢に関係なく1時間800円
または1日4,000円

3歳未満1時間700円
または1日3,000円

年齢に関係なく1時間750円または
年少児未満　1日3,000円
年少児以上　1日2,500円

年齢に関係なく1時間800円

実施施設 所在地 電話番号 利用時間

所在地 電話番号 利用時間

料金

新里第二保育園

ことぶきイーサイト保育園

筑波3-202
ティアラ21 4F 048-599-0022
新堀713
イーサイト籠原 3F 048-598-7351

日曜日・祝日
8:00～16:00
日曜日・祝日
8:30～16:30

実施保育園 料金

※この利用料金以外に実費を徴収する場合もあります。

1時間1,000円
年齢に関係なく1時間1,000円
または1日4,000円

篭原のこキッズ保育園 籠原南1-133 048-531-3901 月～金8:30～17:30
実施保育園 所在地 電話番号 利用時間 料金

1日2,000円、給食・おやつ代 400円

平成28年度市立児童クラブの入室受付（新規・継続）
　平成28年4月から、市立児童クラブへ入室を希望す
る小学校1～6年生までの申込受付を下記のとおり実施
します。
申込期間
12月1日(火）～15日（火）まで（日曜日を除く。）
申込方法　児童クラブ入室申込書、勤務証明書など
申請に必要な書類をそろえて、入室を希望する児童ク
ラブへ保護者が提出してください。（児童クラブの所在
地、受付時間等、詳しくは市報11月号9ページまたは
市ホームページをご覧ください。）
※入室申込書、勤務証明書などの申請用紙は、各児
童クラブ（土曜日も開室）、保育課にあります。

◆保育課　3内線296

資格　教員・保育士等の資格者、または高校卒業者
等で2年以上児童福祉事業に従事した者等
※詳しくはホームページをご覧ください。
報酬　131,800円（社会保険加入、別途交通費支給）
勤務時間　週29時間（週5日勤務）
勤務場所　市内の児童館または児童クラブ
採用時期　平成28年4月または5月（予定）
募集人員　10人程度
選考方法　面接による
申込み　保育課で配布する申込書と学童保育に関する
800字程度の作文を本人が提出。
※教員・保育士等の資格をお持ちの方は、資格者証の
写しを添付してください。
申込期間　平成28年1月5日（火）～15日（金）
◆保育課　3内線301

合
併
処
理
浄
化
槽
維
持
管
理
補
助
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

◆保育課　3内線５３８

平成28年度 児童館・児童クラブ嘱託職員の募集

平成27年（2015）12月平成27年（2015）12月

飲酒運転の根絶および

平成２7年熊谷市交通安全スローガン

市政ワイド 市政ワイド●熊谷市役所 　　　　　　　　 3048-524-1111
●大里庁舎・大里行政センター　30493-39-0311

●妻沼庁舎・妻沼行政センター　3048-588-1321
●江南庁舎・江南行政センター　3048-536-1521
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